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１はじめに                             

 

越谷市の令和 4年の救急出動件数は、18,316件で、搬送人員は１3,978人

でした。救急車は１日平均約５０件、約２９分に１回の割合で出動し、市民の約２５

人に１人を搬送したことになります。(令和４年４月１日現在の人口で算出) 

また、高齢化の進展に伴い、６５歳以上の高齢者の方の搬送件数も増加してお

り、令和 4年は 8,216人、搬送人員全体の５８．7％を占めています。 

高齢者福祉施設等（以下、「施設」といいます。）からの救急要請も増加しており、

入所者の急病や施設内での転倒事故などに起因した救急要請もみられます。 

救急搬送事例の中には「もう少し注意をしていれば…」、「事前の対策をしてお

けば…」未然に病気やけがを防げたかもしれないものも見受けられます。 

そこで施設内でできる救急事故の予防と対策を紹介し、もしものときに救急対

応を円滑に行えるよう「高齢者福祉施設等における救急ガイドブック」を作成しま

した。施設利用者の方が安心して過ごせるように、施設の職員の方がいざという

ときに適切に対応できるように、是非このガイドブックをご活用ください。  

１ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16,507 16,494 

15,150 
15,679 

18,316 

13,174 12,903 

11,688 
12,228 

13,978 

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

救急出動件数（件） 搬送人員（人）

救急件数及び搬送人員の推移グラフ

  平成 30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

救急出動件数（件） 16,507 16,494 15,150 15,679 18,316 

搬送人員(人) 13,174 12,903 11,688 12,228 13,978 

うち高齢者 

  割合（％） 

7,458 

(56.6％) 

7,272 

(56.4%) 

6,886 

(58.9％) 

7,056 

(57.7%) 

8,216 

(58.7%) 

     
 

 

高齢者福祉施設等      

  平成 30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

救急出動件数(件）    

割合（％） 

910 

(5.50%) 

1,042 

(6.30%) 

983 

(6.48%) 

1,035 

(6.60%) 

1,405 

(7.67%) 

0

250

500

750

1000

1250

1500

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

高齢者福祉施設等出動件数

救急出動件数

２ 



  

 

２救急事故の予防と対策のポイント                 

 

施設内でできる救急事故の予防と対策のポイントを紹介します。 

 

１ 廊下、玄関、浴室などでの転倒  

高齢者はわずかな段差でもつまづきます。 

段差がある場合には解消に努めましょう。 

転倒を防ぐために整理整頓を心がけましょう。 

階段、廊下、玄関、浴室など滑り止め対策をしましょう。 

 

２ 階段、ベッド、いすなどからの転落  

階段などには手すりを配置しましょう。 

     ベッドにも転落防止の柵をつけましょう。 

       

３ 食物、薬の包装などによる窒息  

細かく調理し、ゆっくりよく噛むことで窒息を予防しましょう。 

     お茶などの水分を取りながら食事をしましょう。 

      急に話しかけて、あわてさせないように気をつけましょう。 

 

４ 家具、柱、ドアなどにぶつかる 

通路などに物を置かないようにしましょう。 

  暗いところは十分な明るさを確保しましょう。 

  

５  熱中症に注意 

    高齢者は体温を下げるための体の反応が弱くなっており、気づかないうちに熱中症

になる危険があります。エアコンや扇風機を上手に使い、のどが渇かなくてもこまめ

に水分補給を行い、熱中症を予防しましょう。 

  

３ 



  

 

６ ヒートショック 

冬場の室内外の急激な温度の変化による血圧の変動は、心臓に負担をかけ、心筋梗

塞や脳卒中を起こしかねません。浴室や脱衣所のほか、廊下やトイレなどの温度差を

少なくする環境を作りましょう。 

 

７  生活状況の記録と救急隊への情報提供 

救急車を呼んだとき、医療機関へ搬送されたときに円滑に情報提供が行えると、早

期搬送、早期治療に繋がります。普段から入所者の方の生活状況について記録してお

くとともに、「救急情報提供書」(７ページ)又は「情報提供書」（９ページ）を作成し

ておきましょう。※情報提供書は、施設の実情に応じてどちらかをご使用下さい。 

８ 協力医療機関等との連絡体制の構 

日頃から協力医療機関等との連絡を密にしておき、容体が変化したときに相談・受

診できる体制を作っておきましょう。 

休日・夜間の救急搬送は、日中よりも時間がかかることがあります。体調の変化や

症状があるときは、悪化する前に早めに医療機関を受診しましょう。 

 

救急車を呼ぼうか迷ったときは………救急電話相談 ♯７１１９（１１,１２ページ） 

症状の緊急度の判断の目安に………全国版救急受診アプリ Ｑ助（１３,１４ページ） 

突然のこんな症状の時はすぐ１１９番……救急車利用リーフレット（１５ページ） 

 

９  事故発生時の対応 

事故防止に努めていても、緊急事態が起こらないとも限りません。いざというとき

に慌てないために、職員の皆さまがどのように行動したらよいか、休日・夜間など少

ない人数対応しなければいけない時も含めて検討しておきましょう。 

緊急時に対応する資器材（ＡＥＤ、救急バッグ等）の設置状況についても、事前に

確認しましょう。 

 

１０ 応急手当の習得と実施 

入所者が生命の危険にさらされたとき、最初に気付くのは施設職員の皆さまで

す。消防局では心肺蘇生、ＡＥＤの使用方法や喉に異物が詰まったときの取り除き

方などが学べる「応急手当講習会」を開催しています。いざというときのために、

応急手当を身につけましょう。 

講習会の内容や日程などは越谷市ホームページをご覧ください。 

４ 



  

 

３救急要請時対応ガイド                      

 

 

□施設内に周知し人手を集め役割を分担してください。 

□必要な応急手当を実施してください  

  □ご家族に連絡をしてください（状況報告、治療にかかる意思確認等） 

 

 

（消 防）「１１９番、火事ですか、救急ですか」 

（通報者)「救急です」 

（消 防）「住所はどこですか」 

（通報者)「●丁目●番地、施設名です」 

（消 防）「誰がどうしましたか」 

（通報者)「入所者の●歳（性別）の意識がありません」 

（消 防）「あなたのお名前と連絡先を教えてください」 

（通報者) 「私の名前は●●です、今使っている電話番号は●●です」 

 

 

  □施設の開錠し救急隊を誘導してください。 

  □救急隊に傷病者の状況を伝えてください。 

「救急情報提供書」または「情報提供書」を渡してください。 

 

 

 

  □状況がわかる職員が救急車に同乗してください。 

  □介護記録、看護記録、診療情報提供書、お薬手帳や保険証などを持参してくださ

い。 

 

※やむを得ず職員が同乗できない場合は、救急隊と医療機関と連絡が取り合えるように

しておいてください。 

 

 

 

 

５ 

傷病者（急病人・けが人）の発生 

１１９番通報 

救急隊の到着 

救急車への同乗 

コピーしてご利用ください 



  

 

４救急要請時のポイント                      

１  傷病者（急病人・けが人）の発生時 

(1) 協力医療機関等に連絡、相談し、あらかじめ予想された症状であり、施設職員で対応可

能であれば、指示通りの対応をしてください。 

(2) 傷病者の状態により、かかりつけ医等に相談のうえ、可能な範囲で患者等搬送事業者

等により医療機関へ搬送することも検討してください。（14ページ） 

  

２ １１９番通報 

(1) １１９番に通報すると、消防局の係員が救急車の出動に必要なことを順番に伺います。 

(2) 緊急性が高い場合は、すべて伺う前に救急車は出動します。 

(3) 電話を切った後、救急隊から折り返しの電話がかかってくる場合がありますので、詳し 

い情報を伝えてください。 

 

３ 救急隊の到着 

   施設からか協力医療機関等への連絡により、搬送先が決まっている場合には、そちらに搬

送します。ただし、救急隊は緊急度・重症度などを判断し、搬送先を変更することもあります。 

 

４ 心肺蘇生を望まない（DNAR）傷病者の救急隊の対応について  

救急隊は救命を主眼とした活動を行うことが責務とされており、現状では、ＤＮＡＲ 

の意思表示があった場合でも、原則として救急隊は心肺蘇生などの処置を行いながら 

医療機関へ搬送することになります。ご理解とご協力をお願いします。 

 

    

 

 

 

 入所者の方が、人生の終末期においてどのような意向をもっているか、家族やかかり 

つけ医と話し合う取組をお願いいたします。(ACP：愛称「人生会議」) 

もしものときのために、入所者が望む医療やケアについて前もって考え、ご本人、ご家族

等や医療・ケアチームと繰り返し話し合い、日頃から共有しましょう。 

 

            

出典 厚生労働省『人生会議』 詳しくはコチラ👉 
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　　□自立　　□一部介助　　□全介助 １　　　２　　　３　　　４　　　５

　　明治・大正・昭和・平成

　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日生

住
所 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　    　　　　（　　　　　　）

日常生活

医療情報　(記入欄が足りない場合はサマリーにてお持ちください）

会話 　　□意思疎通できる　　　□意思疎通できない

施設入居後のかかり付けは　　□往診医のみ　　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

現在治療中の病気は　□高血圧症　　□糖尿病　　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今までにかかった病気は（既往歴）

延命措置
　□希望する　□希望しない　□未確認
　確認年月日　　　　　　年　　　月　　　日 　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄　　　　　　）

□あり　　□なし　医師からの書面によるDNAR（蘇生処置不試行）指示　※ありの場合は書面を添付してください

「延命措置」とは、回復の見込みがないと診断された患者で、かつ死期が近づいているにもかか
わらず、人工呼吸器や透析、胃ろうなどによって生命を維持するための措置です。
救急隊搬送時には延命を希望しない場合も、心肺停止患者には、心肺蘇生法を行います。

移動 　　□独歩　　□手引き歩行　　□車いす　　□寝たきり

ADL

認知症 □あり　　　□なし

要介護

＊救急隊にこの書類をお渡し下さい

記入日　　　年　　月　　日

氏名 続柄 住所（市町村名まで） 電話番号

氏
名

男

女

個人情報

　ふりがな

緊急連絡先

※救急隊到着後、①～⑤についてお聞きします
①いつから　②どのような状態　③最後に普段どおりだった時間　④普段のバイタルサイン
⑤上記救急要請時確認事項の５項目が済んでいるか

情報提供書埼玉県東部地域メディカ ルコントロール協議会作成様式

施設名

【救急要請時確認事項】
□情報提供書・サマリーの準備　　□お薬手帳・お薬現物用意
□保険証・診察券の準備　　　　　□ご家族への連絡
□提携・協力病院への連絡　　　　　　　　(続柄　　　　　）

提携・協力病院
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要介護　　□自立　　□一部介助　　☑全介助

　〇〇〇、□□□、△△△

１　　　２　　　３　　　４　　　５

　　明治・大正・昭和・平成

　　　　　　　　　１２ 年　　１ 月　1  日生

住
所

越谷市 〇〇 X丁目 X番 X号 □□マンション □号室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　  〇〇〇（〇〇〇）〇〇〇〇

子 越谷市 □□□（□□□）□□□□

日常生活

医療情報　(記入欄が足りない場合はサマリーにてお持ちください）

東部　一郎

情報提供書

会話 　　□意思疎通できる　　　☑意思疎通できない

施設入居後のかかり付けは　　☑往診医のみ　　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

現在治療中の病気は　☑高血圧症　　☑糖尿病　　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今までにかかった病気は（既往歴）

延命措置
　□希望する　☑希望しない　□未確認　　　本人　氏名　東部　太郎
　確認年月日　　 令和〇年 〇月 〇日  　　　家族　氏名　東部　花子　　（　続柄　　妻　）

☑あり　　□なし　医師からの書面によるDNAR（蘇生処置不試行）指示　※ありの場合は書面を添付してください

「延命措置」とは、回復の見込みがないと診断された患者で、かつ死期が近づいているにもかか
わらず、人工呼吸器や透析、胃ろうなどによって生命を維持するための措置です。
救急隊搬送時には延命を希望しない場合も、心肺停止患者には、心肺蘇生法を行います。

移動 　　□独歩　　□手引き歩行　　□車いす　　☑寝たきり

ADL

認知症 ☑あり　　　□なし

個人情報

　ふりがな　　　　　　とうぶ　たろう

緊急連絡先

※救急隊到着後、①～⑤についてお聞きします
①いつから　②どのような状態　③最後に普段どおりだった時間　④普段のバイタルサイン
⑤上記救急要請時確認事項の５項目が済んでいるか

【救急要請時確認事項】
☑情報提供書・サマリーの準備　　☑お薬手帳・お薬現物用意
☑保険証・診察券の準備　　　　　☑ご家族への連絡
☑提携・協力病院への連絡　　　　　　　　(続柄　妻、息子）

提携・協力病院

埼玉県東部地域メディカ ルコントロール協議会作成様式

□□□病院

施設名 特別養護老人ホーム　〇〇〇

東部　花子 妻 越谷市 〇〇〇（〇〇〇）〇〇〇〇

＊救急隊にこの書類をお渡し下さい

記入日　令和〇年 〇月 〇日

氏名 続柄 住所（市町村名まで） 電話番号

氏
名

東部　太郎

男

女
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出典 埼玉県ＨＰ ｈｔｔｐｓ：//www.pref.saitama.lg.jp 
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出典 総務省消防庁ＨＰ

https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate003.html 
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出典 総務省消防庁ＨＰ 

https://www.fdma.go.jp/publication/portal/post9.html 



  

 

６病院に連れていきたいのに移動手段がないときには                      

 

受診や入院の際に移動手段や人手が足りないなど、緊急搬送の必要がない場合には、患者

等搬送業者などの利用をご検討ください。このような場合には救急自動車は出動できません。 

 越谷市消防局では一定の要件を満たした事業者を患者等搬送事業者として認定していま

す。業務内容、料金につきましては、各事業者に直接ご確認ください。 

 

《越谷市内の患者等搬送事業者名簿》  令和５年４月１日現在 

事業所名 住所 連絡先 

ほほえみ 越谷市赤山町 5-6-5 090-2201-1322 

介護タクシーさいたま 越谷市恩間 217-1 048-916-0232 

介護タクシーステップ 越谷市北越谷 1-4-2 048-940-1424 

株式会社コスモアップル 

ケアタクシーコスモ 
越谷市袋山 684-14 0120-846-294 

関東福祉自動車 越谷市弥栄町 4-1-59 048-972-6993 

介護･福祉タクシー 

正直屋本店営業所 
越谷市袋山 786－9 080-3640-0540 

ケアサポート あい 越谷市東大沢 4-15-14 070-6970-1038 

かご屋 越谷市中島 629-3 080-8888-5210 

ケアタクシー日和（ひより） 越谷市大竹 775-6 080-1372-0808 

株式会社 ステイ 越谷市新川町 1-33-1 048-989-4980 

介護タクシーほっとスマイル 越谷市宮本町 5-44-3 0７0-6432-1645 
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